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日本におけるパーソンセンタード・アプローチに関する文献リスト（2017）

要約
　本論文は、2017年に発表された、わが国におけるパーソンセンタード・アプ
ローチ関連の文献リストである。文献は、非指示的カウンセリング、来談者中
心療法、パーソンセンタード・カウンセリング、パーソンセンタード・セラピー、
パーソンセンタード・アプローチ、ベーシック・エンカウンター・グループ、
フォーカシング、体験過程療法、フォーカシング指向心理療法、積極的傾聴法
等に関するものである。収録は「来談者中心療法・パーソンセンタード・カウ
ンセリング」「体験過程療法・フォーカシング指向心理療法」「ベーシック・エ
ンカウンター・グループ」「その他」ごとに、A. 書籍、B. 研究論文、C. 学会
発表、D. 翻訳、E. 海外文献紹介、F. 書評のジャンルに分けて行っている。

キーワード：来談者中心療法、パーソンセンタード・カウンセリング、パー
ソンセンタード・セラピー、フォーカシング、体験過程療法、
フォーカシング指向心理療法、ベーシック・エンカウンター・
グループ、パーソンセンタード・アプローチ、文献リスト

はじめに

　筆者は、わが国におけるパーソンセンタード・アプローチの研究および実践
を振り返り、今後の発展のための課題探索の１つの手がかりを提供するため、
次のような文献リストを作成した。

1.	 坂中正義　1998　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト ─ロジャース選書及び全集─　九州大学心理臨床研究, 17, 
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113-121. 
2.	 坂中正義　1998　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（〜1969）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 2, 9-31. 
3.	 坂中正義　1998　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（1970〜1974）　福岡教育大学「教育実践研究」, 6, 81-88. 
4.	 坂中正義　1998　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（1975〜1979）　福岡教育大学「教育実践研究」, 6, 89-98. 
5.	 坂中正義　1999　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（1980〜1984） 福岡教育大学紀要（教職科編）, 48, 195-214.
6.	 坂中正義　1999　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（1985〜1989）　福岡教育大学「教育実践研究」, 7, 115-132.
7.	 坂中正義　1999　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（1990〜1994） 福岡教育大学「心理教育相談研究」, 3, 13-51.
8.	 坂中正義　2000　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（1995〜1999） 福岡教育大学「心理教育相談研究」, 4, 13-55.
9.	 坂中正義　2001　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（2000）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 5, 23-56.
10.	 坂中正義　2002　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に

関する文献リスト（2001）─第Ⅰ部：来談者中心療法─　福岡教育大学「心
理教育相談研究」, 6, 51-68.

11.	 坂中正義　2002　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2001）─第Ⅱ部：ベーシック・エンカウンター・グループ、
第Ⅲ部：体験過程療法・フォーカシング、第Ⅳ部：その他─　福岡教育大学「心
理教育相談研究」, 6, 69-85.

12.	 坂中正義　2003　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2002）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 7, 1-22.

13.	 坂中正義　2004　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2003）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 8, 31-50.

14.	 坂中正義　2005　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2004）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 9, 17-36.

15.	 坂中正義　2006　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2005）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 10, 1-24.

16.	 坂中正義　2007　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2006）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 11, 1-20.

17.	 坂中正義　2008　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2007）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 12, 1-24.

18.	 坂中正義　2009　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2008）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 13, 9-29.
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19.	 坂中正義　2010　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2009）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 14, 27-50.

20.	 坂中正義　2011　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2010）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 15, 29-50.

21.	 坂中正義　2012　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2011）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 16, 1-20.

22.	 坂中正義　2013　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2012）　福岡教育大学「心理教育相談研究」, 17, 1-23.

23.	 坂中正義　2014　日本における「来談者中心療法」及び「体験過程療法」に
関する文献リスト（2013）　南山大学人間関係研究センター紀要「人間関係研
究」, 13, 231-255.

24.	 坂中正義　2015　日本におけるパーソンセンタード・アプローチに関する文
献リスト（2014）　南山大学人間関係研究センター紀要「人間関係研究」, 14, 
231-255.

25.	 坂中正義　2016　日本におけるパーソンセンタード・アプローチに関する文
献リスト（2015）　南山大学人間関係研究センター紀要「人間関係研究」, 15, 
105-134

26.	 坂中正義　2017　日本におけるパーソンセンタード・アプローチに関する文
献リスト（2016）　南山大学人間関係研究センター紀要「人間関係研究」, 16, 
111-139.

　本論文では、これらの論文の続編として、2017年の日本におけるパーソンセ
ンタード・アプローチ関連の文献リストを作成する。また、これまでのリスト
に漏れていたものを追録する。 

方法
　2017年に発行されたパーソンセンタード・アプローチ関連の以下のような
キーワードが論じられている文献が収集された。

　非指示的カウンセリング、来談者中心療法、パーソンセンタード・カウンセ
リング、パーソンセンタード・セラピー、パーソン・センタード・アプローチ、
ベーシック・エンカウンター・グループ、フォーカシング、体験過程療法、フォー
カシング指向心理療法、積極的傾聴法、人間中心の教育等。

　分類方法は、文献を「来談者中心療法・パーソンセンタード・カウンセリン
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グ1」「体験過程療法・フォーカシング指向心理療法2」「ベーシック・エンカウン
ター・グループ」「その他」の４部に分類3し、それぞれ、A. 書籍、B. 研究論
文4、C. 学会発表、D. 翻訳、E. 海外文献紹介、F. 書評に分けて収録した。さらに、
各部ごとに2017年の動向や代表的な文献を紹介した。
　文献は、できるだけ手広く収集を努めたが、不備も予想される。それらにつ
いては、指摘をまって、今後の文献リストシリーズの中で、訂正、追加、補足
したい。

第Ⅰ部：来談者中心療法・パーソンセンタード・カウンセリング

　「第Ⅰ部：来談者中心療法・パーソンセンタード・カウンセリング」には関
連文献のうち、来談者中心療法、来談者中心遊戯療法、パーソンセンタード・
セラピーといった個人カウンセリングや「自己一致」「共感的理解」「無条件の
積極的関心」「アクティブリスニング」などの基礎概念、歴史、人物等が論じ
られているものを収録した。 
　2017年の概要は次のとおりである。「A. 書籍」は２本で、いずれも単行本で
あった。「B. 研究論文」は37本で、そのうち２つが特集であった。「C. 学会発表」
は16本で、そのうち３つがシンポジウムであった。「D. 翻訳」はなかった。「E. 
海外文献紹介」は１本であった。「Ｆ. 書評」は５本で、そのうち１つが特集で
あった。
　2017年の「来談者中心療法」の特徴は、PCAの全方位をくまなくカバーし
た入門書であるA-2、事例の中で中核３条件を検討したB-18、PCAの実践家育
成についての提言であるB-27、書評特集であるF-3が刊行されたことであろう。
　A-2は、PCAを初心者向けに解説した入門書である。これまでも良質な入門
書は刊行されてきたが、これは、PCAに関わるトピックスをまんべんなく、
かつ、今日的課題も取り扱いつつ、分かりやすく解説した良書である。
　B-18は、ここのところ、意欲的に論文を発表している中田行重氏による事例
研究で、中核３条件、特に無条件の積極的関心をめぐって、セラピストの体験
と相互作用を丁寧に検討している。
　B-27は、PCAの実践家育成について、現在行われているプログラムを検討し、
PCA実践家の成長過程の素描と、それに応じたプログラムについて、いくつ

1　�2017年リストより今日的動向をふまえ、「パーソンセンタード・カウンセリング」を並記
することとした。

2　�2017年リストより今日的動向をふまえ、「フォーカシング指向心理療法」を並記すること
とした。

3　�2017年リストより対象の拡がりの順序性や発行文献数を鑑み、「来談者中心療法・パーソ
ンセンタード・カウンセリング」「体験過程療法・フォーカシング指向心理療法」「ベー
シック・エンカウンター・グループ」「その他」の順に変更した。

4　�研究論文には便宜上、ニュースレター等も含めている。
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か提言した論文である。提言に応じたプログラムの実践が望まれる。
　F-3は、2015年に刊行された「ロジャーズの中核３条件（全３冊）」の書評特
集である。そもそも特集としての書評は珍しい企画であるが、それだけ、近年
の中核３条件への関心が高まっていることの傍証ともいえる。中核３条件等の
基礎概念の検討は2017年も活発になされている（C-7、C-8、C10、C-13等）。
　なお、2017年は「心理臨床学研究」に１本（B-18）、「人間性心理学研究」に
５本（F-1、F-2、F-3、F-4、F-5）、関連文献が掲載された。

A. 書籍
1.	 林もも子　2017　精神分析再考─アタッチメント理論とクライエント中心療

法の経験から─　みすず書房
はじめに
第１章　精神分析学の発展と批判
第２章　心の構造と機能
第３章　精神分析的に見る人間の発達
第４章　心理療法における見立てと精神分析
第５章　心理療法の営みと精神分析
おわりに

2.	 坂中正義編坂中正義・田村隆一・松本 剛・岡村達也　2017　傾聴の心理学
─PCAをまなぶ：カウンセリング フォーカシング エンカウンター・グループ
─　創元社

はじめに
序　章　ロジャーズ 人生の軌道と分岐点 
第１章　パーソンセンタード・アプローチとは
第２章　パーソンセンタード・カウンセリング
第３章　体験過程理論とフォーカシング
第４章　エンカウンター・グループ
第５章　アプローチとしての展開
第６章　パーソンセンタード・アプローチをまなぶ
おわりに

B. 研究論文
1.	 安部恒久　2017　クルマのなかのカンファレンス　野島一彦教授日本人間性

心理学会学会賞受賞記念冊子, 40-41.
2.	 雨宮靖子　2017　中川松枝さんを囲んでのグループ学習　カウンセリング, 

49(1), 41-42.
3.	 傳田容示子　2017　カール・ロジャーズに学んで─私のカウンセリング─　

カウンセリング, 49(1), 36-39.
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4.	 橋本忠行　2017　セルシオ、信頼、ヤーロム、理事長　野島一彦教授日本人
間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 36-37.

5.	 畠瀬直子　2017　大学院生だった野島さん　野島一彦教授日本人間性心理学
会学会賞受賞記念冊子, 26.

6.	 井出智博　2017　国際会議参加報告　日本人間性心理学会ニュースレター, 
88, 2.

7.	 石井要子　2017　第23回二級カウンセラー研修会　ごあいさつ　カウンセリ
ング, 49(1), 1.

8.	 石井要子　2017　理事長あいさつ　カウンセリング, 49(1), 2-4.
9.	 伊藤義美　2017　新米カウンセラーであったころ　日本カウンセリング学会

会報, 106, 4.
10.	 金子光代　2017　キーワードを自分のものにすること　野島一彦教授日本人

間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 76-77.
11.	 三國牧子　2017　イギリスでのカウンセラートレーニング　心理臨床の広場, 

10(1), 47-46.
12.	 三國牧子　2017　野島一彦の魅力　野島一彦教授日本人間性心理学会学会

賞受賞記念冊子, 46-47.
13.	 三矢幸子　2017　カール・ロジャーズに学んで─私自身のカウンセリング─　

カウンセリング, 49(1), 42-44.
14.	 本山智敬　2017　大学院の５年間とファシリテーション　野島一彦教授日本

人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 56-57.
15.	 村久保雅孝　2017　恩人・野島一彦先生　野島一彦教授日本人間性心理学

会学会賞受賞記念冊子, 44-45.
16.	 村山尚子　2017　野島一彦先生との思い出ポロポロ　野島一彦教授日本人間

性心理学会学会賞受賞記念冊子, 28-29.
17.	 中川松枝　2017　カール・ロジャーズに学んで─私のカウンセリング─　カ

ウンセリング, 49(1), 40-41.
18.	 中田行重　2017　PCTにおけるセラピストの内的体験とクライエントとの相

互作用および終結後の変化　心理臨床学研究, 35(1), 61-71.
19.	 中田行重　2017　野島先生の思い出　野島一彦教授日本人間性心理学会学会

賞受賞記念冊子, 42-43.
20.	 中田行重・蒲生侑依・中臺一樹・野村明希・望月大輔・山島陽香　2017　非

指示性を重視するパーソン・センタード・プレイセラピー　関西大学心理臨床
センター紀要, 8, 101-110.

21.	 並木崇浩　2017　パーソン・センタードに基づく統合とは-I-　─Worsley
（2007）から学ぶ統合の歩み─　関西大学心理臨床センター紀要, 8, 89-99.

22.	 野島一彦　2017　野島一彦教授学会賞受賞記念講演「私にとってのPerson-
Centered Approach」　野島一彦教授日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊
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子, 1-23.
23.	 野島一彦教授記念事業会編　2017　エンカウンターを大切に　野島一彦教授

日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子
野島一彦教 授学会賞受賞記念講演「私にとってのPerson-Centered 

Approach」
Part.１　野島先生との出会い（畠瀬直子・村山尚子・下田節夫・岡村達也・

宮崎圭子・橋本忠行）
Part.２ 野島先生のベーシック・エンカウンター・グループと、その生き方

に触れて（安部恒久・中田行重・村久保雅孝・三國牧子・坂中正義）
Part.３ 野島先生の研究室で（高松 里・吉岡公美子・本山智敬・板東充彦・

山口祐子・神野　文・森本文子・谷澤祐子）
Part.４ 教え子のグループの中で活きる野島先生（戸松由希子・髙橋紀子・

金子周平・金子光代・宮本純子）
24.	 小河 豊　2017　─共感的理解─無心になる　カウンセリング, 49(1), 26-35.
25.	 岡村達也　2017　ファーストメモリー─日本心理臨床学会第３回大会＠広島

大学 1984/11/23金～25日─　野島一彦教授日本人間性心理学会学会賞受賞
記念冊子, 32-33.

26.	 小野真由子・河﨑俊博　2017　国内におけるPerson-Centered Experiential 
Approachの研究分布図─学会誌を中心として─　関西大学心理臨床セン
ター紀要, 8,57-65.

27.	 坂中正義　2017　パーソンセンタード・アプローチの実践家を育てるための
視点と提言─心理臨床家に焦点をあてて─　南山大学紀要「アカデミア」人
文・自然科学編, 14, 65-90.

28.	 坂中正義　2017　野島先生とのエンカウンター　野島一彦教授日本人間性心
理学会学会賞受賞記念冊子, 48-49.

29.	 清水幹夫　2017　問題は成長への宝物　カウンセリング, 49(1), 46-64.
30.	 下田節夫　2017　理論学習　カウンセリング, 49(1), 5-25.
31.	 下田節夫　2017　野島さん（と）のこと　野島一彦教授日本人間性心理学会

学会賞受賞記念冊子, 30-31.
32.	 髙橋紀子　2017　それでも人生に「Yes」という　野島一彦教授日本人間性

心理学会学会賞受賞記念冊子, 72-73.
33.	 田中由美子　2017　三矢さんを囲んで小グループでの話し合い　カウンセリ

ング, 49(1), 44-45.
34.	 戸松由希子　2017　精神科病棟でのグループ立ち上げの思い出　野島一彦教

授日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 70-71.
35.	 横田かほる　2017　傳田容示子さんのグループに参加して　カウンセリング, 

49(1), 39-40.
36.	 吉岡公美子　2017　学ぶ機会を数多く与えていただいたこと　野島一彦教授
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日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 54-55.
37.	 全日本カウンセリング協議会編　2017　特集：第23回二級カウンセラー研修

会　カウンセリング, 49(1), 1-46.
第23回二級カウンセラー研修会
理事長あいさつ（石井要子）
理論学習（下田節夫）
特別ミニ講演─共感的理解─無心になる（小河 豊）
二級資格取得者による体験発表

カール・ロジャーズに学んで（傳田容示子）
傳田容示子さんのグループに参加して（横田かほる）
カール・ロジャーズに学んで（中川松枝）
中川松枝さんを囲んでのグループ学習（雨宮靖子）
カール・ロジャーズに学んで（三矢幸子）
三矢さんを囲んで小グループでの話し合い（田中由美子）

講演 問題は成長への宝物（清水幹夫）

C. 学会発表
1.	 今堀美樹　2017　竹内愛二の実存主義的アプローチとロジャーズ理論　日本

人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 82-83.
2.	 泉野淳子　2017　「必要十分条件」論文（C.R.Rogers, 1957）の再々検討（そ

の８）〜ロジャーズはアメリカのニーチェである〜　日本心理学会第81回大
会プログラム, 67.

3.	 金子周平　2017　ヒューマニスティック・アプローチと効果指標としての自己
実現─「ありのままの自己肯定」の得点変化の意味─　日本心理臨床学会第
36回大会発表論文集, 251.

4.	 加藤敬介　2017　リカバリーの視点を心理臨床に取り入れる　日本人間性心
理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 56-57.

5.	 川本静香・中妻拓也・サトウタツヤ　2017　許容できない事象に対する共感
の構造線─ロジャーズの共感理論からみた「死にたい」に対する共感の困難
さ─　日本パーソナリティ心理学会第26回大会プログラム, 37.

6.	 永楽晶子　2017　言いづらいことを打ち明ける体験の研究─自己受容のあり
方に着目して─　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 
145.

7.	 中田行重・斧原 藍・白﨑愛里　2017　“パーソン・センタード ” とは何か─そ
の輪郭の明確化に向けて(1)─　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・
発表論文集, 136-137.

8.	 日本人間性心理学会（第36回大会）　2017　自主企画：Presence=Being 
with=Unconditional positive regardという構造を考える　日本人間性心理学
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会第35回大会プログラム・発表論文集, 174-175.
企画者（高橋寛子）
話題提供者（村里忠之・高橋寛子）
指定討論者（吉良安之）

9.	 日本人間性心理学会（第36回大会）　2017　自主企画：人間性心理学におけ
る「認知」の位置づけ─ロジャーズ、ジェンドリン、ケリーを巡って─　日本
人間性心理学会第35回大会プログラム・発表論文集, 178-179.

企画者（菅村玄二・串崎真志）
指定討論者（中田行重・池見 陽・菅村玄二・串崎真志）

10.	 日本心理臨床学会（第36回大会）　2017　自主シンポジウム：PCA/CCTの
generativity/wisdomを語る　日本心理臨床学会第36回大会発表論文集, 638.

企画者・司会者（飯長喜一郎）
話題提供者（岡村達也・園田雅代・下田節夫）

11.	 西野秀一郎　2017　積極的傾聴における自身のカウンセラー体験の再検討─
積極的傾聴時のレスポンスに着目して─　日本人間性心理学会第36回大会プ
ログラム・発表論文集, 54-55.

12.	 野島一彦　2017　大会準備副委員長講演：カウンセリングの現在、そして、
これから（その３）　日本カウンセリング学会第50回記念大会プログラム, 20.

13.	 斧原 藍・白﨑愛里・中田行重　2017　“ パーソン・センタード ” とは何か─
その輪郭の明確化に向けて(2)─　日本人間性心理学会第36回大会プログラ
ム・発表論文集, 80-81.

14.	 武田光世　2017　ラビリンス・ウォーク体験の多様性─パーソン・センタード・
アプローチの概念に照らして─　日本カウンセリング学会第50回記念大会プ
ログラム, 46.

15.	 田中雄大　2017　被共感経験測定尺度の作成　日本人間性心理学会第36回
大会プログラム・発表論文集, 146.

16.	 脇 晴香　2017　他者の感情に対する敏感性とその個人差についての文献研
究　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 147.

D. 翻訳
〔該当文献なし〕

E. 海外文献紹介
1.	 中田行重・秋山有希・大田由佳・大谷絵里・中森涼太・長尾海里　2017　

パーソン・センタード・セラピーによるPTSDへの対応と心的外傷後成長につ
いての理論　関西大学心理臨床センター紀要, 8, 89-99.
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F. 書評
1.	 小林孝雄　2017　ロジャーズの共感的理解の展開─「６条件論文」までとそ

の後─　人間性心理学研究, 3(2), 159-167.
2.	 森岡正芳　2017　論評レビュー─特集にあたって─　人間性心理学研究, 

34(2), 143.
3.	 日本人間性心理学会『人間性心理学研究』編集委員会編　2017　特集：ロ

ジャーズの中核三条件を読む　人間性心理学研究, 34(2), 143-167.
論評レビュー─特集にあたって─（森岡正芳）

「一致」というテーマに関する最適の書（田中秀男）
共に変わる二者関係としての「受容」「無条件の積極的関心」（野村晴夫）
ロジャーズの共感的理解の展開─「６条件論文」までとその後─（小林孝雄）

4.	 野村晴夫　2017　共に変わる二者関係としての「受容」「無条件の積極的関心」　
人間性心理学研究, 34(2), 151-157.

5.	 田中秀男　2017　「一致」というテーマに関する最適の書　人間性心理学研究, 
34(2), 145-149.

付：同リスト（〜2016）
「第Ⅰ部：来談者中心療法・パーソンセンタード・カウンセリング」の追録

A. 書籍
1.	 吉良安之　2015　カウンセリング実践の土台づくり ―学び始めた人に伝えた

い 心得・勘どころ・工夫―　岩崎学術出版社
まえがき
第１部　実践の前に考えておくべきこと
　第１章　カウンセラーとしての基本姿勢─心理臨床を学ぶ人へ─
第２部　カウンセリングへの導入
　第２章　カウンセリングの始め方
　第３章　カウンセリングを始める時期の留意点
第３部　カウンセリングの継続と展開
　第４章　傾聴を基盤にした関係づくり
　第５章　体験内容への働きかけと支え
　第６章　言葉による表現とノンバーバルな表出
　第７章　内面への向き合い方の諸相と体験様式への働きかけ
　第８章　カウンセリングの目標と進行過程
　第９章　体験的距離の調整─学生相談の一事例からの示唆
第４部　カウンセラー自身の内面へのまなざし
　第10章　カウンセラー自身の「感じ」の整理と活用
　第11章　導き手としての暗在的「感じ」─ある物語の考察─
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第５部　実践にあたって念頭においてほしいこと
　第12章　それぞれの臨床の場について考える─学生相談に関する考察か

ら─
補　論　カウンセリング実践に関する覚え書き─まとめに代えて─

B. 研究論文
1.	 福井義一・成瀬友貴美　2015　「自分らしくあること」（本来感）と「それを

目指すこと」（本来感希求）がストレス反応に及ぼす影響 : 規定因としての成
人愛着の検討　甲南大學紀要 文学編, 165, 199-209.

2.	 伊藤研一　2015　ロジャーズは中核条件でなにをめざしたのか─来談者中心
療法とフォーカシング、そして心理療法─　学習院大学人文科学研究所「人
文」, 14, 149-167.

3.	 金原俊輔　2014　ロジャーズ学説に係る疑問と異論および否定的データの展
望　臨床心理学研究, 52(1).

4.	 金原俊輔　2014　カール・ロジャーズとＢ・Ｆ・スキナーが1956年におこなっ
た討論に関する研究　長崎ウエスレヤン大学『現代社会学部紀要』, 12(1).

5.	 金原俊輔　2014　ロジャーズとプロテスタンティズム：産業カウンセリングに
関連する問題点も含めて　日本産業カウンセラー協会『産業カウンセリング』,  
314.

6.	 金原俊輔　2015　カウンセリング・マインドという概念および態度が日本の
生徒指導や教育相談へ与えた影響─主に問題点に関して─　長崎ウエスレヤ
ン大学地域総合研究所研究紀要, 13(1), 1-12.

7.	 久羽 康　2013　セラピーにおける他者性についての現象学的考察　心理臨
床学研究, 31(3), 376-386.

8.	 九州大学こころとそだちの相談室「こだち News」事務局編　2012　こだち
設立五周年記念氏原寛先生講演会　九州大学こころとそだちの相談室「こだ
ち News」, 10, 2.

9.	 西野秀一郎　2016　大学院授業における「積極的傾聴」の実習体験報告と考
察　跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要, 5, 77-83.

10.	 岡本智子　1996　プレイセラピーにおける受容の限界と攻撃性の変容　心理
臨床学研究, 14(2), 173-184.

11.	 小野 修　2006　対人援助者成長の一方法　人間性心理学研究, 24(2), 13-22.
12.	 嶋田弘人　2012　カウンセリングにおけるreflectionの援助的効果についての

研究　和歌山県教育センター研究紀要, 2011年度, 48 58.
13.	 田中伸明　2008　応答交換構造からみた共感のプロセスの特徴　心理臨床学

研究, 25(6), 682-691.
14.	 上嶋洋一　2014　精神科医ブレギンの治療理論における共感概念の検討　都

留文科大学研究紀要 , 79, 27-41.
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15.	 山内志保　2008　統合的心理療法におけるセラピストの現前性と自己開示に
関する一考察　心理臨床学研究, 34(1), 63-72.

C. 学会発表
〔該当文献なし〕

D. 翻訳
〔該当文献なし〕

E. 海外文献紹介
〔該当文献なし〕

F. 書評
1.	 九州大学こころとそだちの相談室「こだち News」事務局編　2012「野島一

彦監修吉岡久美子・本山智敬編 2012『心理臨床のフロンティア─若手臨床家
の多様な実践と成長─』創元社」九州大学こころとそだちの相談室「こだち 
News」, 11, 4.

2.	 九州大学こころとそだちの相談室「こだち News」事務局編　2015「吉良安
之　2015『カウンセリング実践の土台づくり─学び始めた人に伝えたい 心得・
勘どころ・工夫─』岩崎学術出版社」　九州大学こころとそだちの相談室「こ
だち News」, 23, 4.

3.	 九州大学こころとそだちの相談室「こだち News」事務局編　2015「村山正
治監修本山智敬・坂中正義・三國牧子編　2015　『ロジャーズの中核三条件 
一致─カウンセリングの本質を考える─』　創元社」九州大学こころとそだち
の相談室「こだち News」, 25, 4.

第Ⅱ部：体験過程療法・フォーカシング指向心理療法

　「第Ⅱ部：フォーカシング指向心理療法・体験過程療法」には関連文献のうち、
体験過程療法やフォーカシング、フォーカシング指向心理療法、「体験過程」

「フェルトセンス」「シフト」などの基礎概念、歴史、人物等が論じらているも
のを収録した。
　2017年の概要は次のとおりである。「A. 書籍」はなかった。「B. 研究論文」
は70本で、そのうち３つが特集であった。「C. 学会発表」は36本で、そのうち
４つがシンポジウムであった。「D. 翻訳」は５本であった。「E. 海外文献紹介」
は１本であった。「F. 書評」は２本であった。
　2017年における「体験過程療法・フォーカシング指向心理療法」の特徴は、
ジェンドリン追悼特集であるB-31、B-32、第１回アジア・フォーカシング国際
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会議特集のB-33が刊行されたことであろう。
　ジェンドリンは2017年５月１日に90歳で亡くなった。B-31、B-32は追悼特集
である。２号にわたり、多くの人が氏への想いや思い出をよせている。このこ
とからも彼が、わが国においても多大な影響を与えたことが伺える。謹んで哀
悼の意を表する。
　第１回アジア・フォーカシング国際会議は８月25日〜27日神戸で開催され
た。そこで多くの発表がなされ、学会発表にあがっている文献の多くはこの会
議でのものである。B-33はその代表として取り上げている。会議中には日本
フォーカシング協会20周年記念行事も行われた。ジェンドリンの「体験過程と
心理療法（1966年）」の飜訳刊行あたりが日本におけるフォーカシング黎明期
であり、「フォーカシング（1982年）」の飜訳、フォーカシング・フォーラム、
と徐々に培われたものが、日本フォーカシング協会ニューズレター「The 
Focuser's Focus」を中心とした20年で質、量ともに大いに花開いてきたとい
えよう。その豊かさが、この会議での発表から伺える。
　なお、2017年は「心理臨床学研究」に５本（B-13、B-23、B-65、F-1、F-2）、「人
間性心理学研究」に２本（B-19、B-46）、関連文献が掲載された。また、「体験
過程療法・フォーカシング指向心理療法」の文献は、日本フォーカシング協会
ニューズレター「The Focuser's Focus」にコンスタントに発表されている。

A. 書籍
〔該当文献なし〕　

B. 研究論文
1.	 阿部利恵　2017　ミニミニ実践報告：フォーカシングの大海をわたる　The 

Focuser's Focus, 20(3), 28.
2.	 赤森昭代　2017　導かれた新たな世界─井上先生によって─　The Focuser's 

Focus, 20(1), 10-11.
3.	 天海道子　2017　超びっとフォーカシング：ちょっと一息！　The Focuser's 

Focus, 20(2), 18.
4.	 阿世賀浩一郎　2017　Skypeを用いたネット・フォーカシングへの誘い　The 

Focuser's Focus, 20(1), 19.
5.	 古澤泰江　2017　JCFA 子どもとフォーカシング：マルタとインゼのワーク

ショップを思い出して　The Focuser's Focus, 20(2), 12-13.
6.	 二橋曜子　2017　ジェンドリンからのメッセージ　The Focuser's Focus, 

20(3), 15-16.
7.	 蓮沼友子　2017　追悼文　The Focuser's Focus, 20(1), 13.
8.	 堀尾直美　2017　日本フォーカシング協会 発足20周年記念行事 報告　The 

Focuser's Focus, 20(3), 21.
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9.	 池見 陽　2017　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）へのいざない（第
２報）　The Fo-cuser's Focus, 19(4), 2-6.

10.	 池見 陽　2017　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）へのいざない（第
３報）　The Fo-cuser's Focus, 20(1), 3-8.

11.	 池見 陽編　2017　第１回アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）を終え
て＜御礼報＞　The Focuser's Focus, 20(3), 7-15.

12.	 石井栄子・小山孝子　2017　超びっとフォーカシング：セリフを増やそう　
The Focuser's Fo-cus, 20(1), 22.

13.	 石倉 篤　2017　Tグループにおける他者との関わりを通した体験過程の進展　
心理臨床学研究, 35(3), 278-289.

14.	 石倉 篤・中田行重　2017　セラピストによる情動調律とフォーカシング─言
葉の内容のみでは分かり合い難い自閉症児との遊戯療法の文脈で─　関西大
学心理臨床センター紀要, 8, 67-77.

15.	 伊藤三枝子　2017　インタラクティブ・フォーカシング・レベル２・ワーク
ショップの感想　The Focuser's Focus, 20(1), 20.

16.	 J.N.　2017　フォーカシングワークショップに参加しての感想　The Focuser's 
Focus, 20(3), 27.

17.	 小池順子　2017　超びっとフォーカシング：変幻自在のフォーカシング〜す
でにある力を活かす〜　The Focuser's Focus, 20(3), 23-24.

18.	 越川陽介　2017　研究者の数珠つなぎ：Work  Place Drawingを用いた職場・
コミュニティとのフォーカシング：わたしと職場とフォーカシング　The 
Focuser's Focus, 20(1), 15-18.

19.	 久羽 康　2017　主体─対象の可変的境界としての象徴化─Gendlinの機能的
関係理論の批判的検討─　人間性心理学研究, 35(1), 37-47.

20.	 前田満寿美・伊藤三枝子　2017　インタラクティブ・フォーカシング　アジア・
フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

21.	 三木健郎　2017　研究者の数珠つなぎ：保護者と子どもとフォーカシング〜
薫習のこころ〜　The Focuser's Focus, 20(2), 13-16.

22.	 光岡眞弓　2017　アジア国際会議に参加して　The Focuser's Focus, 20(3), 
15.

23.	 宮田周平　2017　Clearing a spaceをうつ病のクライエントに適応するための
工夫　心理臨床学研究, 35(1), 50-60.

24.	 望月秋一　2017　人生の分岐点に出会ったジェンドリン　喪の想い　The 
Focuser's Focus, 20(3), 2-4.

25.	 望月秋一　2017　戸隠「夏のリトリート」フォーカシング & PCAカウンセリ
ング・ワーク2017─トラウマの癒しとマインドフルネス─＜ふり返りと感想＞　
The Focuser's Focus, 20(3), 25-26.

26.	 村里忠之　2017　ジェンドリンとメアリーの思い出　The Focuser's Focus, 
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20(3), 2-4.
27.	 村山正治　2017　弔辞　The Focuser's Focus, 20(1), 9.
28.	 中埜充保　2017　戸隠ワークショップに参加して　The Focuser's Focus, 

20(3), 26.
29.	 中村匡男　2017　インタラクティブ・フォーカシングレベル2に参加して　

The Focuser's Fo-cus, 20(1), 20-21.
30.	 中西一恵　2017　デヴィッド・ローム「フォーカシングと瞑想：共通点、相違

点と相乗効果」　The Focuser's Focus, 20(3), 16.
31.	 日本フォーカシング協会編　2017　ジェンドリン氏追悼特集　The Focuser's 

Focus, 20(2), 2-7.
ジェンドリンと私（末武康弘）
ジェンドリン氏への追悼文（大田民雄）
Eugene T. Gendlinの死に接して思うこと（筒井健雄）

32.	 日本フォーカシング協会編　2017　特集：ジェンドリン氏追悼　The Focuser's 
Focus, 20(3), 2-7.

ジェンドリンとメアリーの思い出（村里忠之）
人生の分岐点に出会ったジェンドリン　喪の想い（望月秋一）
ジェンドリンの羽に触れて（大迫久美恵）
追悼文（田邊 裕）
追悼文（笹田晃子）
Thank You Gene！（寄せ書き）

33.	 日本フォーカシング協会編　2017　特集：「第1回アジア・フォーカシング国際
会議」報告と感想　The Focuser's Focus, 20(3), 7-20.

第１回アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）を終えて＜御礼報＞（池
見 陽編）
AFIC参加者の感想

アジア国際会議員参加して（光岡眞弓）
ジェンドリンからのメッセージ（二橋曜子）
デヴィッド・ローム「フォーカシングと瞑想：共通点、相違点と相乗効果」

（中西一恵）
「コルビーを体験してみよう」感想（大原恵美）
「働くあなた」の大事な事は？：ポジティブメンタルヘルスのためのフォー
カシングに参加して（田邊　裕）
フォーカシングとアジアの交差（高瀬健一）
３.11とフォーカシングⅦに参加して「忘れないで!!」ということ（鈴木茂子）

『３.11とフォーカシング７』（大迫久美恵・小池順子・笹田晃子）
アジア・フォーカシング国際会議「３.11とフォーカシング、そして“・・・”
Ⅶ」の体験（エイモス・C.Y.チェン）
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日本フォーカシング協会 発足20周年記念行事 報告（堀尾直美）
34.	 仁田公子　2017　戸隠で感じた「いのち」のつながり〜祈りと感謝をこめて

〜　The Focuser's Focus, 20(3), 27.
35.	 野田侑希　2017　愛着スタイルに対する粘度フォーカシングの影響について

の検討─家族関係に着目して─　東亜臨床心理学研究, 16, 74-75.
36.	 野田侑希　2017　愛着スタイルに対する粘度フォーカシングの影響について

の検討─家族関係に着目して─　東亜大学大学院総合学術研究科修士論文
37.	 野村喜三枝　2017　井上澄子先生がくださったもの　The Focuser's Focus, 

20(1), 12.
38.	 小田大輔　2017　超びっとフォーカシング：高校生と話した時間　The 

Focuser's Focus, 19(4), 10.
39.	 大原恵美　2017　「コルビーを体験してみよう」感想　The Focuser's Focus, 

20(3), 17.
40.	 大迫久美恵　2017　ジェンドリンの羽に触れて　The Focuser's Focus, 20(3), 

5.
41.	 大迫久美恵・小池順子・笹田晃子　2017　『３.11とフォーカシング７』　The 

Focuser's Focus, 20(3), 19-20.
42.	 大澤美枝子　世界のフォーカシング（13）日本のフォーカシング　The 

Focuser's Focus, 20(2), 19-23.
43.	 大澤美枝子　2017　Ann Weiser CornellとAnne Rogersのこと　The Focuser's 

Focus, 20(3), 32-33.
44.	 大田民雄　2017　ジェンドリン氏への追悼文　The Focuser's Focus, 20(2), 3.
45.	 大月かおり　2017　戸隠「夏のリトリート」フォーカシング & PCAカウンセ

リング・ワークの感想　The Focuser's Focus, 20(3), 26.
46.	 岡村心平　2017　交差と創造性─新たな理解を生み出す思考方法─　人間性

心理学研究, 35(1), 89-100.
47.	 大沢直美　2017　NPOセスクでの井上澄子先生の足跡　The Focuser's 

Focus, 20(1), 11.
48.	 酒井久実代　2017　池見陽先生の理論セミナー＠東京に参加して　The 

Focuser's Focus, 20(2), 16.
49.	 笹田晃子　2017　追悼文　The Focuser's Focus, 20(3), 6.
50.	 笹田晃子　2017　JCFA 子どもとフォーカシング：“心の天気”について改め

て考えてみた：３つの機能の視点から　The Focuser's Focus, 20(3), 29.
51.	 重松初代香　2017　フォーカサー初心者とリスナー初心者のペア・フォーカ

シング体験とその変化の考察─２事例による検討─　東亜大学大学院総合学
術研究科修士論文

52.	 重松初代香　2017　フォーカサー初心者とリスナー初心者のペア・フォーカ
シング体験とその変化の考察─２事例による検討─　東亜臨床心理学研究, 

－112－



16, 68-69.
53.	 白岩紘子　2017　JCFA 子どもとフォーカシング：乳幼児・児童虐待の過程

支援の現状とその研修　The Focuser's Focus, 19(4), 6-7.
54.	 白岩紘子　2017　井上澄子さんを偲んで　The Focuser's Focus, 20(1), 9-10.
55.	 宗﨑知子　2017　インタラクティブ・フォーカシングレベル２に参加して　

The Focuser's Fo-cus, 20(1), 20.
56.	 末武康弘　2017　ジェンドリンと私　The Focuser's Focus, 20(2), 2-3.
57.	 鈴木主真　2017　井上先生へ　The Focuser's Focus, 20(1), 12.
58.	 鈴木茂子　2017　３.11とフォーカシングⅦに参加して「忘れないで!!」という

こと　The Fo-cuser's Focus, 20(3), 18-19.
59.	 高田宣明　2017　追悼文　The Focuser's Focus, 20(1), 13-14..
60.	 高瀬健一　2017　フォーカシングとアジアの交差　The Focuser's Focus, 

20(3), 17-18.
61.	 田邊 裕　2017　追悼文　The Focuser's Focus, 20(3), 6.
62.	 田邊 裕　2017　「働くあなた」の大事な事は？：ポジティブメンタルヘルスの

ためのフォーカシングに参加して　The Focuser's Focus, 20(3), 17.
63.	 土江正司　2017　霊魂=フェルトセンス？　The Focuser's Focus, 20(1), 19-

20.
64.	 筒井健雄　2017　Eugene T. Gendlinの死に接して思うこと　The Focuser's 

Focus, 20(2), 3-7.
65.	 内田利広　2017　外傷体験をもつ青年期女性に対するフォーカシング指向心

理療法─フェルトセンスと直接的なリファーの視点から─　心理臨床学研究, 
35(2), 180-191.

66.	 上村英生　2017　ジェンドリンの死を悼む　The Focuser's Focus, 20(1), 2.
67.	 山下和彦　2017　人との関係で癒し、癒やされるインタラクティブフォーカシ

ング　The Fo-cuser's Focus, 20(1), 21.
68.	 矢野キエ　2017　JCFA 子どもとフォーカシング：出会いの瞬間　The 

Focuser's Focus, 20(1), 18.
69.	 矢野キエ・小松真佐子　2017　“こども”を語ろう　フォーカシング・カフェは

どんな味？　The Focuser's Focus, 20(2), 17.
70.	 横地容子　2017　安心・安全・平等は自分で作り、感性を信じる　The 

Focuser's Focus, 20(3), 27.

C. 学会発表
1.	 土井晶子　2017　「働くあなた」の大事なことは？：ポジティブメンタルヘル

スのためのフォーカシング　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プロ
グラム

2.	 平野智子　2017　クライエント・セラピスト・治療関係のあたらしい理解を生
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みだすセラピストのためのフォーカシング　アジア・フォーカシング国際会議
（AFIC）プログラム

3.	 星加博之　2017　クロノ・フォーカシングの可能性を探る　日本人間性心理
学会第36回大会プログラム・発表論文集, 110-111.

4.	 池見 陽　2017　フォーカシングの基本原理：追体験と交差　アジア・フォー
カシング国際会議（AFIC）プログラム

5.	 池見 陽　2017　観我フォーカシング：出現してくる我たちを観察して慈悲を
おくるフォーカシング　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プログラ
ム

6.	 石倉 篤　2017　Tグループにおいて「自己探求」が深まった体験と深まらな
かった体験との比較　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文
集, 48-49.

7.	 伊藤研一・西澤善子　2017　主体から切り離された身体感覚と主体とつな
がった身体感覚（フェルト・センス）　日本人間性心理学会第36回大会プログ
ラム・発表論文集, 78-79.

8.	 河﨑俊博・福盛英明・永野浩二・青木 剛・酒井久実代・森川友子・上西裕之・
朱恩宣・シン・ソルエ・キム・ビョンスン・キム・ジュヨン　2017　FMS研
究のこれから　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

9.	 吉良安之・村里忠之　2017　セラピストがフォーカシング体験を積むことは
心理療法を深める　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

10.	 小松原智子　2017　自己理解の姿勢を育む フォーカシング的アプローチを活
かしたキャリア教育の実践 　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発
表論文集, 130-131.

11.	 小坂淑子・吉澤弘明・岸本沙良　2017　コルビーを体験しよう　アジア・
フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

12.	 三宅麻希　2017　問いかけのためのことばを探る；新しい理解が訪れるとき
問いかけはどのように機能するか　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）
プログラム

13.	 宮田周平　2017　うつ病のクライエントのためのClearing A Space　アジア・
フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

14.	 森川友子・中山 幸・江崎忠枝・舎川優悟　2017　身体の不調へのフォーカシ
ング　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

15.	 日本人間性心理学会（第36回大会)　2017　自主企画：体験過程流コラージュ
ワークの逐語記録を体験過程理論から読み解く　日本人間性心理学会第35回
大会プログラム・発表論文集, 160-161.

企画者（矢野キエ）
話題提供者（三村尚彦・矢野キエ）

16.	 日本人間性心理学会（第36回大会）　2017　自主企画：スーパービジョンに持
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ち込まれる多層的対人関係　日本人間性心理学会第35回大会プログラム・発
表論文集, 162-163.

発表者（伊藤研一・小林孝雄・真澄 徹）
17.	 日本人間性心理学会（第36回大会)　2017　自主企画：主体としてのからだか

ら見た「話を聴く」とは─人と向かって自分は何を感じどう動きたくなるか：
ことばの持つ力─　日本人間性心理学会第35回大会プログラム・発表論文集, 
170-171.

企画者（春日作太郎）
コメンテーター（上嶋洋一・三好哲司）

18.	 日本人間性心理学会（第36回大会）　2017　自主企画：フォーカシング指向心
理療法におけるケース理解の視点─事例の理解につながる概念の検討─　日
本人間性心理学会第35回大会プログラム・発表論文集, 172-173.

企画者（内田利広）
司会・進行（田中秀男）
事例提供者（小泉隆平）
指定討論者（星加博之・青木 剛・内田利広）

19.	 西澤善子　2017　ボディマッサージがフォーカシング的体験様式の日常化に
及ぼす影響 臨床心理士編　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発
表論文集, 154.

20.	 大迫久美恵・小池順子・笹田晃子　2017　3.11とフォーカシング Ⅶ　アジア・
フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

21.	 岡村心平　2017　なぞかけフォーカシングからリスニングの“コツ”を理解する　
アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

22.	 岡村心平・阪本久実子・越川陽介　2017　「自分を動物に喩えるワーク」から
見るリスニングの特徴についての一考察　日本人間性心理学会第36回大会プ
ログラム・発表論文集, 96-97.

23.	 押江 隆　2017　挫折体験のストレス評価と問題意識性、フォーカシング的態
度および外傷後成長との関連の検討　日本心理臨床学会第36回大会発表論文
集, 503.

24.	 押江 隆・山根倫也・坂本和久・玖村奈美　2017　体験過程スケールによるリ
フレキシブ PCAGIP のプロセス研究　日本人間性心理学会第36回大会プロ
グラム・発表論文集, 90-91.

25.	 酒井久実代・河﨑俊博　2017　振り返り日記が精神的健康と本来性に及ぼす
影響の検討　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 156.

26.	 鈴木淑元　2017　フォーカシング（瞑想）体験によるストレス性の身体症状
からの回復　日本心理臨床学会第36回大会発表論文集, 46.

27.	 土江正司　2017　フォーカシング・サンガ：フォーカシング指向グループ　ア
ジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム
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28.	 筒井優介・狹間美佳・橋場優子　2017　フォーカシング指向アートセラピー
の集団における実践 ─就労支援と教育の現場から─　日本人間性心理学会
第36回大会プログラム・発表論文集, 98-99.

29.	 内田利広　2017　家族のために生きてきた中年女性との面接 フォーカシング
指向心理療法における Th の介入をめぐって 　日本人間性心理学会第36回大
会プログラム・発表論文集, 58-59.

30.	 山地弘起　2017　マインドフルネス、セルフ・コンパッション、フォーカシン
グの尺度間の関連　日本心理学会第81回大会プログラム, 67.

31.	 山田美穂　2017　フォーカシングとダンスムーブメントセラピー：その響き合
いを探る　アジア・フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

32.	 山本誠司・有村靖子　2017　フォーカシング指向ゲシュタルト療法　アジア・
フォーカシング国際会議（AFIC）プログラム

33.	 山﨑 暁　2017　フォーカシングを指向するセラピストに生まれるクライアン
ト理解の意味と作用─日常生活上に健忘を残すクライアントが記憶の連続線
を取り戻すまで─　日本心理臨床学会第36回大会発表論文集, 37.

34.	 山﨑 暁　2017　かかわり合いを息づかせるフォーカシング　日本人間性心理
学会第36回大会プログラム・発表論文集, 34-36.

35.	 矢野キエ・小泉隆平・三木健郎　2017　こどもとの関わりのなかで、こども
フォーカシングをどのように生かせるか　アジア・フォーカシング国際会議

（AFIC）プログラム
36.	 吉原 啓　2017　フォーカシングに基づくメンタルトレーニングプログラムに

よる心理的競技能力の向上　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発
表論文集, 110-111.

D. 翻訳
1.	 エイモス・C.Y.チェン（大迫久美恵・大澤美枝子訳）　2017　アジア・フォー

カシング国際会議「３.11とフォーカシング、そして“・・・”Ⅶ」の体験　The 
Focuser's Focus, 20(3), 20.

2.	 Callsen, C. & Hurst, L.（山本美保訳）　2017 世界のフォーカシング（14） ニュー
ヨーク・メトロ・フォーカシング：新たに成長し続けるフォーカシング・コミュ
ニティ　The Focuser's Focus, 20(3), 30-31.

3.	 Gendlin, E. T. 2013 Arakawa and Gins：The Organism-Person-Enviroment 
Process. （岡村心平　2017　アラカワ+ギンズ：有機体-人間-環境プロセス. 
ユージン・ジェンドリン　関西大学東西学術研究所紀要, 50, 381-393.）

4.	 Kraft, C.（仁田公子訳）　2017 世界のフォーカシング（11） 私の“フォーカシン
グ”人生　The Focuser's Focus, 19(4), 11-13.

5.	 パールスティン. A（小坂淑子訳）　2017 世界のフォーカシング（12） フォー
カシングについての個人的な話とイスラエルにおける発展　The Focuser's 
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Focus, 20(1), 23-25.

E. 海外文献紹介
1.	 Omidian, P. 2017 Reaching Resilience: A Training Manual for Community 

Well-ness.Createspace Independent Publishing Platform.（山本美保 2017 レ
ジリエンスを手に入れるには：コミュニティ・ウェルネス・フォーカシングの
ためのトレーニングマニュアル, The Focuser's Focus, 20(3), 25.）

F. 書評
1.	 土井晶子　2017「森川友子編　2015『フォーカシング健康法—こころとから

だが喜ぶ創作ワーク集—』誠信書房」 心理臨床学研究, 35(1), 101-102.
2.	 岡田敦史　2017「デヴィッド・I・ローム著（日笠摩子・高瀬健一訳）　2016『マ

インドフル・フォーカシング─身体は答えを知っている─』創元社」　心理臨
床学研究, 34(6), 676-677.

付：同リスト（〜2016）
「第Ⅱ部：体験過程療法・フォーカシング指向心理療法」の追録

A. 書籍 
1.	 三村尚彦　2015　体験を問いつづける哲学 第１巻 初期ジェンドリン哲学と

体験過程理論　特定非営利活動法人ratik
序　章
第１章　ジェンドリン哲学の起源
第２章　『体験過程と意味の創造』（ECM）の概要
第３章　フェルトセンス、感じられた意味とは何か
第４章　フェルトセンスとシンボル化の機能的関係
第５章　感じられた意味の多様な規定と論理的規定
第６章　哲学原理としてのIOFI原理
第７章　体験過程理論の適用
結びに代えて―総括と次巻の予告―

B. 研究論文
1.	 原口芳明　2005　フェルトセンスとの関わり方─間をおく，一緒にいる，から

だで表現する，からだ全体で味わう─　愛知教育大学研究報告 教育科学, 54, 
69-76.

2.	 伊藤義美　2002　付箋紙を用いたフォーカシングの空間づくり(2)　名古屋大
学情報文化学部・大学院人間情報学研究科「情報文化研究」, 15, 157-168.

3.	 伊藤研一　2004　集団場面における臨床動作法とフォーカシング実習の効果
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（その２）　学習院大学文学部研究年報, 51, 159-173
4.	 伊藤研一　2005　集団施行による臨床動作法とフォーカシング実習の効果（そ

の３）学習院大学文学部研究年報, 52, 195-207.
5.	 伊藤研一・藤森 進　2002　集団場面における臨床動作法とフォーカシング実

習の効果　文教大学臨床相談研究所紀要, 6, 41-46.
6.	 河﨑俊博　2015　相互リフレキシブな営みと「からだ」　関西大学臨床心理

専門職大学院紀要「サイコロジスト」, 5, 101-108.
7.	 小泉隆平　2015　フォーカシング指向心理療法の一技法としての“Thinking 

About”の理論と臨床一　名古屋大学博士論文
8.	 桑野裕子　2011　心の健康を助ける 「フォーカシング」〜私のフォーカシング

体験〜　東亜大学紀要, 13, 43-48.
9.	 桑野浩明　2013　フォーカシングの実践的活用を巡る幾つかの整理と臨床適

用に関する一考察〜「体験変化」に導く径路の質的相違からの考察〜　東亜
大学大学院総合学術研究科「心理臨床研究」, 13, 37 44.

10.	 桑野浩明・桑野裕子・上岡由香・石川倫加・井上真理・中山幸輝・古野 薫・
北田朋子・中村加奈　2012　フォーカシング研究会 活動報告　東亜大学大
学院総合学術研究科「心理臨床研究」, 13, 89 93.

11.	 増井武士　1987　症状に対する患者の適切な努力　心理臨床学研究, 4(2), 
18-34.

12.	 増井武士　1999　自閉的な分裂病の治療面接における一つの統合の試み　心
理臨床学研究, 17(4), 321-332.

13.	 三村尚彦　2009　ジェンドリンとポストモダニズム─プロセスの論理─　関
西大学文学論集, 59(3).　

14.	 三村尚彦　2009　ジェンドリンとフッサール─進展（carrying forward）の
現象学─　ディルタイ研究, 20, 63-79.

15.	 三村尚彦　2011　そこにあって、そこにないもの─ジェンドリンが提唱する
新しい現象学─　フッサール研究会「フッサール研究」, 9, 15-27.

16.	 三村尚彦　2011　普遍性と個別事例 ジェンドリンのIOFI原理と体験分析 　
17.	 三村尚彦　2011　ジェンドリンにおけ 「一人称プロセス」　
18.	 三村尚彦　2012　追体験によって、何がどのように体験されるのか─ディル

タイとジェンドリン─　関西大学文学論集, 62(2).
19.	 三村尚彦　2013　ジェンドリン哲学におけるIOFI原理の考察　関西大学文学

論集, 62(4).
20.	 三村尚彦　2013　質的研究とTAE（Thinking At the Edge）─ジェンドリン

哲学にもとづいて─ 　
21.	 斉藤惠里　2005　イメージ呼吸収納法の効果に関する研究─日常のフォーカ

シング的態度, 呼吸の仕方・イメージの浮かび方などとの関わりを中心に─　
北海道浅井学園大学大学院人間福祉学研究科修士論文
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22.	 阪本久実子・西森 臨・山岡麻美・米持有紀子・池見 陽　2016 「青空フォー
カシング」の方法論的特色とその背景について　関西大学臨床心理専門職大
学院紀要「サイコロジスト」, 6, 47-55.

23.	 桜本洋樹　2010　我が国におけるフォーカシング指向心理療法のこれまでの
展開と今後の展望についての一試論　明治大学大学院文学研究論集, 33, 173-
182.

24.	 田中秀男　2016　ジェンドリンの心理療法研究における過程変数　関西大学
大学院心理学研究科「心理学叢誌」, 16, 105-111.

25.	 田中秀男・池見 陽　2016　フォーカシング創成期の2つの流れ─体験過程尺
度とフォーカシング教示法の源流─　関西大学臨床心理専門職大学院紀要

「サイコロジスト」, 6, 9-17.
26.	 山岡麻美・米持有紀子・西森 臨・阪本久実子・池見 陽　2016　青空フォー

カシングの体験記述と状態不安低減効果の検討　関西大学臨床心理専門職大
学院紀要「サイコロジスト」, 6, 57-66.

C. 学会発表
1.	 三村尚彦　2010　志向的含蓄と体験過程─フォーカシングという現象学─ 
2.	 三村尚彦　2010　深いフォーカシング理解のためのジェンドリン哲学　
3.	 三村尚彦　2010　ジェンドリン─心理学と哲学のコラボレーション─ 　
4.	 三村尚彦　2011　フェルトセンスはどこまで身体的なのか─ジェンドリンと

ウィトゲンシュタイン─ 　
5.	 三村尚彦　2011　記述的分析的心理学と体験過程理論─ジェンドリンがディ

ルタイから継承したもの─
6.	 三村尚彦　2011　哲学者としてのジェンドリン─継承と発展─
7.	 三村尚彦　2012　ジェンドリン哲学と認知科学─フォーカシング指向現象学

の射程─　
8.	 三村尚彦　2012　フォーカシング指向現象学の可能性　
9.	 三村尚彦　2013　心理学の哲学あるいは認知科学の哲学─フッサール、ハイ

デガー、ジェンドリン─　

D. 翻訳
〔該当文献なし〕

E. 海外文献紹介
〔該当文献なし〕

F. 書評
1.	 関西大学哲学会編　2015「三村尚彦　2015『体験を問いつづける哲学　第１
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巻　初期ジェンドリン哲学と体験過程理論』特定非営利活動法人ratik」　関
西大学哲学会の機関誌『哲学』

2.	 九州大学こころとそだちの相談室「こだち News」事務局編　2011「吉良安
之　2010『セラピスト・フォーカシング—臨床体験を吟味し心理療法に活か
す—』岩崎学術出版社」　九州大学こころとそだちの相談室「こだち News」, 
7, 4.

第Ⅲ部：ベーシック・エンカウンター・グループ

　「第Ⅲ部：ベーシック・エンカウンター・グループ」には関連文献のうち、ベー
シック・エンカウンター・グループ、パーソン・センタード・アプローチなど
の来談者中心のオリエンテーションにもとづくグループ・アプローチ、「ファ
シリテーター」「グループ・プロセス」などの基礎概念、歴史、人物等が論じ
られているものを収録した5。
　2017年の概要は次のとおりである。「A. 書籍」はなかった。「B. 研究論文」
は19本であった。「C. 学会発表」は12本で、そのうち２つがシンポジウムであっ
た。「D. 翻訳」はなかった。「E. 海外文献紹介」はなかった。「F. 書評」はなかっ
た。
　2017年における「ベーシック・エンカウンター・グループ」の特徴は、ロー
ルシャッハ・テストからみたエンカウンター・グループの効果について検討し
たB-15が刊行されたことであろう。従来の効果研究がEG共通の効果の検討を
志向し、メンバーがなかば自覚的なそれを確認してきたのに対し、個々人特有
の効果の検討を志向し、無意識を含めた総合的な視点から効果を検討した意欲
的な研究である。このような視点からの効果研究はこれまであまりなされてお
らず、貴重な研究といえよう。
　なお、2017年は「心理臨床学研究」に１本（B-15）、関連文献が掲載された。

A. 書籍
〔該当文献なし〕

B. 研究論文
1.	 相澤亮雄・衛藤春菜・上野愛可・吉田由美・尾崎仁美・重松初代香・村山正

治　2017　看護学生の入学初期に実施した１泊２日のPCAグループの効果測
定─PCAグループ的学級集団形成尺度による検討─　東亜大学大学院心理
臨床研究, 16, 13-19.

2.	 板東充彦　2017　大学生活を通じて教わったグループ・アプローチ　野島一

5　なお、体験過程療法に特化したグループ・カウンセリングは、第Ⅱ部へ収録されている。
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彦教授日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 58-59.
3.	 市川実咲　2017　ベーシック・エンカウンター・グループ体験の報告と考察　

跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀要, 13, 137-144.
4.	 今井美穂　2017　半構成方式エンカウンター・グループ体験における心理的

効果の研究─SD法・レジリエンス尺度を用いて─　跡見学園女子大学附属心
理教育相談所紀要, 13, 77-89.

5.	 稲尾菜月　2017　社会規定的完全主義に対するPCAエクササイズの効果の検
討　東亜臨床心理学研究, 16, 62-63.

6.	 稲尾菜月　2017　社会規定的完全主義に対するPCAエクササイズの効果の検
討　東亜大学大学院総合学術研究科修士論文

7.	 金子周平　2017　ファシリテーターの自己紹介のコツ、再考　野島一彦教授
日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 74-75.

8.	 菊川紗希　2017　ベーシック・エンカウンター・グループ参加体験報告─心
の変容と考察─　跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要, 5, 15-22.

9.	 神野 文　2017　エンカウンター・グループを学んだ時間を振り返って　野島
一彦教授日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 62-63.

10.	 宮本純子　2017　野島先生から学んだグループの応用　野島一彦教授日本人
間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 78-79.

11.	 野島一彦・下田節夫他　2017“個人臨床”と“グループ臨床”について語り
合う　跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要, 5, 45-61.

12.	 宮崎圭子　2017　野島先生：グループを通して　野島一彦教授日本人間性心
理学会学会賞受賞記念冊子, 34-35.

13.	 森本文子　2017　野島先生とのラージ・エンカウンター・グループの思い出　
野島一彦教授日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 64-65.

14.	 杉浦崇仁・吉野　薫・村上恵子・北田朋子・中山幸輝・上岡由香・吉持慕香・
村山正治　2017　「PCAグループ」及び「PCAGIP法」に関する文献リスト

（2016）　東亜臨床心理学研究, 16, 51-59.
15.	 鈴木研司・平山栄治　2017　ロールシャッハ・テストから見たエンカウンター・

グループ効果に関する事例研究　心理臨床学研究, 34(6), 592-603.
16.	 高松 里　2017　野島先生と留学生　野島一彦教授日本人間性心理学会学会

賞受賞記念冊子, 52-53.
17.	 谷澤祐子　2017　野島先生とのエンカウンター・グループの思い出　野島一

彦教授日本人間性心理学会学会賞受賞記念冊子, 66-67.
18.	 筒井優介　2017　夢PCAGIPの試み─グループにおける相互作用の活用─　

関西大学臨床心理専門職大学院紀要「サイコロジスト」, 5, 73-81.
19.	 山口祐子　2017　グループを通しての学び in 九大　野島一彦教授日本人間

性心理学会学会賞受賞記念冊子, 60-61.
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C. 学会発表
1.	 今井美穂　2017　半構成方式エンカウンター・グループによる心理的効果の

研究　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 46-47.
2.	 金子周平・白井祐浩　2017　グループ・ファシリテーターの成長に関する効

果測定尺度の作成　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 
152.

3.	 木場典子・古賀なな子・山田悠未・中原千晶・金子周平　2017　ファシリテー
ター養成の効果検証─構成的グループの基礎訓練─　日本人間性心理学会第
36回大会プログラム・発表論文集, 151.

4.	 清澤亜希子　2017　ベーシック・エンカウンター・グループが対人援助の在
り方に与える影響　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 
84-85.

5.	 三國牧子・福盛英明・山田俊介・髙﨑 彩　2017　宿泊型グループワークの魅
力─PCA乗鞍の参加者の声から─　日本人間性心理学会第36回大会プログラ
ム・発表論文集, 122-123.

6.	 三浦直樹　2017　専修学校におけるメンバーズセッションのあるエンカウン
ターグループ　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 120-
121.

7.	 望月洋介　2017　リフレクティング・プロセスを応用したファシリテータート
レーニングの試み　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 
86-87.

8.	 日本人間性心理学会（第36回大会）　2017　自主企画：グループ実践について、
世代を超えて語り合う会　日本人間性心理学会第35回大会プログラム・発表
論文集, 168-169.

筆頭発表者（髙橋紀子）
連名発表者（吉村麻奈美・吉川麻衣子・押江 隆・野島一彦・下田節夫・
岡村達也）

9.	 日本人間性心理学会（第36回大会）　2017　自主企画：「EG カフェ」に参加
しませんか　日本人間性心理学会第35回大会プログラム・発表論文集, 176-
177.

企画者・ファシリテーター（法眼裕子・大下智子）
10.	 大下智子・法眼裕子　2017　エンカウンター・グループ継続参加のもたらす

心理臨床家としての生き方への影響　日本人間性心理学会第36回大会プログ
ラム・発表論文集, 50-51.

11.	 新村信貴・水野行範　2017　ファミリー・グループの持つ力と可能性─経年
参加家族へのインタビューを通して─　日本人間性心理学会第36回大会プロ
グラム・発表論文集, 104-105.

12.	 杉浦崇仁・木村太一・白井祐浩・古野 薫・村山正治　2017　PCAグループ

－122－



の効果とC.R.Rogersの３条件の関連性に関する実証的研究─関係認知の視点
から─　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 70-71.

D. 翻訳
〔該当文献なし〕

E. 海外文献紹介
〔該当文献なし〕

F. 書評
〔該当文献なし〕

付：同リスト（〜2016）
「第Ⅲ部：ベーシック・エンカウンター・グループ」の追録

A. 書籍
〔該当文献なし〕

B. 研究論文 
1.	 荒井美音里　2016　大学の授業における半構成的エンカウンター・グループ

の事例研究
2.	 鹿子田睦月　2016　ベーシック・エンカウンター・グループ体験の報告と考

察　跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要, 4, 29-37.
3.	 野島一彦・下田節夫他　2016　野島の37年前のエンカウンター・グループ事

例の検討　跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要, 4, 105-111.
4.	 坂中正義　2012　パーソン・センタード・アプローチの立場からの構成的エ

ンカウンター・グループの事例─C.R.Rogersの中核３条件を中心に─　福岡
教育大学紀要, 61(4), 37-47.

5.	 杉浦崇仁・吉野 薫他　2016「PCAグループ」及び「PCAGIP法」に関する文
献リスト（2015）　東亜臨床心理学研究, 15, 133-140.

6.	 鈴木潤也　2009　エンカウンター・グループの日本における導入の歴史と今
後の発展においての課題　青山心理学研究, 9, 47-59.

C. 学会発表
〔該当文献なし〕

D. 翻訳
〔該当文献なし〕
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E. 海外文献紹介
〔該当文献なし〕

F. 書評
1.	 九州大学こころとそだちの相談室「こだち News」事務局編　2012　「野島一

彦監修 髙橋紀子編　2011『グループ臨床家を育てる—ファシリテーションを
学ぶシステム・活かすプロセス—』創元社」　九州大学こころとそだちの相談
室「こだち News」, 10, 4.

第Ⅳ部：その他

　「第Ⅳ部：その他」には関連文献のうち、親子関係・家庭生活、教育・学習（学
生中心の教授法や人間中心の教育など）等の来談者中心のオリエンテーション
の広がりやその基礎概念、歴史、人物等、また、表現療法などのこれまでの３
部には分類されないものを収録した。
　2017年の概要は次のとおりである。「A. 書籍」はなかった。「B. 研究論文」
は５本であった。「C. 学会発表」は11本で、そのうち１つがシンポジウムであっ
た。「D. 翻訳」はなかった。「E. 海外文献紹介」はなかった。「F. 書評」 は２本
であった。
　2017年における「その他」の特徴は、PCAGIPに関わる様々な文献が発行さ
れたことであろう。理論や効果などの基礎的研究（C-3、C-4、C-7）に加え、様々
な領域（B-3、B-4、C-1、C-2、C-9）での活用といったPCAGIPの深みと拡がり
を支える研究や実践が展開され、PCAGIPの着実な発展が認められる。
　なお、2017年は「人間性心理学研究」に１本（B-5）、関連文献が掲載された。

A. 書籍
〔該当文献なし〕

B. 研究論文
1.	 古野 薫・村山正治　2017　PCAGIPファシリテーター体験〜初めての経験か

ら見えたもの　東亜大学大学院心理臨床研究, 16, 21-26.
2.	 野中浩一　2017　「続かなさ」から「続く」への変容　地方のフリースクール

における10年の歩み　東亜大学大学院心理臨床研究, 16, 37-48.
3.	 押江 隆・藤田洋子・植木美紀・多田佳歩・鞠川由貴・溝口英登・森原 梓・

山本優子・渡邊弓子　2017　PCAGIP法にパーソン・センタードな個人スー
パービジョンを組み合わせた「リフレキシブPCAGIP」の開発　山口大学教
育学部附属教育実践総合センター研究紀要, 43, 39-46.

4.	 筒井優介　2017　研究者の数珠つなぎ：夢PCAGIP（ゆめピカジップ）　The 
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Focuser's Focus, 19(4), 8-9.
5.	 山下佳久　2017　TAEが与える大学生の進路の捉え直しの過程について─

質的研究における過程モデルの生成─　人間性心理学研究, 35(1), 63-75.

C. 学会発表
1.	 南 陽子・村山正治　2017　キャリアコンサルティングへのPCAGIP法導入の

意義と課題　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 124-
125.

2.	 内藤裕子　2017　被災地に勤務する養護教諭のエンパワーメントを目的とし
たPCAGIPの実践と効果　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表
論文集, 88-89.

3.	 並木崇浩　2017　PCAGIPの場に関する一考察─アンケートの質的分析を通
して─　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 74-75.

4.	 日本人間性心理学会（第36回大会）2017　自主企画：PCAGIP法における
PCAの人間観　日本人間性心理学会第35回大会プログラム・発表論文集, 164.

企画者（中田行重・小野真由子・並木崇浩）
話題提供者（井出智博・掘尾直美・望月洋介）
指定討論者（村山正治・森川友子）

5.	 野田 諭・金子周平・堀江理恵　2017　山陰人間関係研究会─PCAの考え方
を体験・共有するコミュニティ─　日本人間性心理学会第36回大会プログラ
ム・発表論文集, 150.

6.	 大築明生　2017　自殺者が出た職場における職員のためのサポートグループ　
日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 68-69.

7.	 小野真由子　2017　PCAGIP法における効果の探索─事例提供者の体験に着
目して─　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 72-73.

8.	 得丸智子・村里忠之　2017　TAEの“交差”を楽しみましょう　アジア・フォー
カシング国際会議（AFIC）プログラム

9.	 筒井優介　2017　夢PCAGIP：グループで夢を楽しむ　アジア・フォーカシ
ング国際会議（AFIC）プログラム

10.	 梅津 碧・高橋寛子　2017　子育て支援センターを利用する母親の育児体験
への一考察　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 142.

11.	 矢野キエ　2017　コラージュワークの質問はプロセスの進展にどのように機
能するか　日本人間性心理学会第36回大会プログラム・発表論文集, 62-63.

D. 翻訳
〔該当文献なし〕
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E. 海外文献紹介
〔該当文献なし〕

F. 書評
1.	 村久保雅孝　2017「末武康弘・諸富祥彦・得丸智子・村里忠之編著　2016『「主

観性を科学化する」質的研究法入門─TAEを中心に─』金子書房」 人間性心
理学研究, 35(1), 113-115.

2.	 上村英生　2017「末武康弘・諸富祥彦・得丸智子・村里忠之編著　2016『「主
観性を科学化する」質的研究法入門─TAEを中心に─』金子書房」 The 
Focuser's Focus, 20(3), 22-23.

付：同リスト（〜2016）「第Ⅳ部：その他」の追録

A. 書籍
1.	 近藤千恵監修　1992　看護手帖　親業訓練協会

Ⅰ　看護の仕事は大変だけれど
Ⅱ　患者さんの気持ちに耳を傾ける
Ⅲ　患者さんに気持ちを伝える─「わたしメッセージ」
Ⅳ　「勝負なし法」─「対立」をどう解消して行くか
Ⅴ　「勝負なし法」でも解決しないときに─看護する側の「価値観」を伝え

て行く─
Ⅵ　「看護師対患者」にとどまらない「親業」の効果
Ⅶ　ふれあいコミュニケーション・リーダーの資格について

2.	 近藤千恵　1999　ビジネスマンのための家庭手帖　親業訓練協会
１　父親の出番は“かけ橋”から
２　やる気の芽をつむ「ダメ」の一言
３　父親の権威
４　わが子であっても「人生の所有権」を侵さない
５　子どもに伝わる愛情表現を
６　子どもの気持ちをつかむ「能動的な聞き方」
７　子どもの不満
８　非難めいた言葉や命令口調は相手を傷つけるだけ
９　父親の育児参加で一石二鳥
10　親の介護をするときの心の姿勢
11　年老いた親がおかしなことを言い出したら
12　世界に広がるPET（親業訓練）

3.	 近藤千恵　2015　親子手帖　親業訓練協会
Ⅰ　子どもは子どもの人生を、親は親の人生を
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Ⅱ　子どもが悩みにおしつぶされないために
Ⅲ　語りかけよう親のホンネ
Ⅳ　親には四つのタイプがある─あなたはどのタイプ？─
Ⅴ　勝負なしでは解決しないこともある─伝えていこう親の心─
Ⅵ　親子だけにとどまらない親業の効果

4.	 近藤千恵監修 土岐圭子　2006　教師学入門　みくに出版
はじめに
第１章　教師のための人間関係プログラム
第２章　自分の感じ方で整理する「行動の四角形」
第３章　問題所有者を決め、適切な対応を判断する
第４章　教師の思いを伝える「わたしメッセージ」
第５章　生徒の成長を促す「能動的な聞き方」
第６章　対立を解決する「第三法（勝負なし法）」
第７章　学校の中で価値観が対立したら
第８章　生徒の成長・発達を促す環境づくり
教師学の方法を使った事例集
あとがき

5.	 近藤千恵監修 教師学研究会編　1991　教師学手帖　親業訓練協会
Ⅰ　生徒を叱る前に
Ⅱ　生徒の声に耳を傾けるー能動的な聞き方ー
Ⅲ　教師も同じ人間だからーわたしメッセージー
Ⅳ　勝負なし法
Ⅴ　環境を改善しよう
Ⅵ　教師の価値観を伝えようー勝負なし法でも解決しないときにー
Ⅶ　こんなところにも「教師学」が役に立つ

6.	 近藤千恵監修 田中きよみ　2010　自己表現手帖　親業訓練協会
Ⅰ　主役で生きるということ
Ⅱ　人との接し方
Ⅲ　人間関係を大切にする自己表現
Ⅳ　４種類の＜わたしメッセージ＞
Ⅴ　自己表現と不安
Ⅵ　何を求め、何を大切に生きているのか─欲求と価値を知る─
Ⅶ　迷い、悩む人への援助
Ⅷ　時間を制してこそ人生の主役
Ⅸ　みんな違ってみんな良い

7.	 親業訓練協会編　2000　心を伝える21世紀のコミュニケーション　親業訓練
協会

はじめに（近藤千恵）
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親業訓練協会創立20周年を祝って（星野 命）
Ⅰ　体験学習の講座とゴードン博士のビジョン

第１章　日本における親業の歴史と拡がり
第２章　ゴードン博士のことば
第３章　専門の立場から21世紀の家族像を問う

Ⅱ　トマス・ゴードン博士について

B. 研究論文
1.	 相澤るつ子　2009　パーソンセンタード表現アートセラピーでできること─吃

音児の親子ワーク「マイ・パペット・ワークショップ」の報告（特集 母親と
家族を支えるという視点─障害のある子どもを地域で豊かに育てるために─）
保健の科学 51(6), 383-386.

2.	 木口恵美子　2016　障がい分野におけるパーソンセンタード（本人中心）ア
セスメントに関する考察─オーストラリアの取り組みを参考に─ 　東洋大学

「福祉社会開発研究」, 8, 13-20.
3.	 栗田充治　2002　教育とコミュニケーション─教師学の提案─　農業教育資

料, 46, 4-6.
4.	 小野京子　2015　パーソンセンタード表現アートセラピーのトレーニングコー

ス参加者の心理的成長　神奈川大学心理相談センター紀要「心理相談研究」, 
7, 1-12.

C. 学会発表
〔該当文献なし〕

D. 翻訳
〔該当文献なし〕

E. 海外文献紹介
〔該当文献なし〕

F. 書評
1.	 園田雅代　2016「Cooper, M. & McLeod, J.（末武康弘・清水幹夫監訳）2015

『心理臨床への多元的アプローチ─効果的なセラピーの目標・課題・方法─』
岩崎学術出版社」学術通信　岩崎学術出版社, 113, 10.

統計

　2017年に発行された文献、及び追録された文献を先述の坂中（2004）に従い
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分類した。その結果を以前のデータと共にTableに示した。2017年に公刊され
た関連文献は149篇（「来談者中心療法・パーソンセンタード・カウンセリング」
45篇、「体験過程療法・フォーカシング指向心理療法」78篇、「ベーシック・エ
ンカウンター・グループ」19篇、「その他」７篇）であった6。
　よって、これまでに日本で公刊された関連文献は7906篇（「来談者中心療法・
パーソンセンタード・カウンセリング」3517篇、「体験過程療法・フォーカシ
ング指向心理療法」2193篇、「ベーシック・エンカウンター・グループ」1846篇、

「その他」350篇）となった。

お願い
　リストに収録した文献の記述上の誤りを見つけられた方、また、該当する文
献を執筆された方、もれている文献を御存知の方は、筆者まで御連絡願えれば
幸いである。

連絡先　〒466-8673　愛知県 名古屋市昭和区山里町18
南山大学 人文学部　坂中正義

E-mail:sakanaka@nanzan-u.ac.jp
Fax: 052-832-3110（ダイヤルイン）3955

6　学会発表は合計に含まれていない。
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論
文

：
特

集
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
3

論
文

：
一

般
0

0
4

1
6

1
3

1
9

1
0

2
5

1
3

4
5

3
8

4
9

8
2

5
2
3
8

翻
訳

：
単

行
本

0
0

0
1

1
0

3
1

0
0

3
1

1
1

0
0

1
2

翻
訳

：
章

0
0

0
4

1
0

1
0

1
0

9
0

1
0

0
0

1
7

海
外

文
献

紹
介

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
書

評
0

0
0

0
0

0
1

1
0

0
5

2
4

2
1

2
1
8

参
考

：
発

表
：

シ
ン

ポ
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6

0
2

1
12

参
考

：
発

表
：

一
般

0
0

0
6

0
4

0
1

3
1

16
1

25
6

8
10

81
合

計
（

学
会

発
表

は
除

く
）

0
0

4
1
3

1
0

1
5

2
6

1
2

3
4

2
0

6
7

4
8

7
5

1
4

5
7

3
5
0

総
計

6
2
1

1
6
8

2
6
9

2
0
0

3
9
1

6
2
5

6
4
2

8
6
5

9
7
0

1
2
8
0

1
0
6
5

9
5
9

1
9
2

1
0
4

1
4
9

7
9
0
6

注
）

デ
ー

タ
は

坂
中

に
よ

る
一

連
の

「
日

本
に

お
け

る
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド

・
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

す
る

文
献

リ
ス

ト
」

シ
リ

ー
ズ

に
よ

っ
た

。
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